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バイオマスタウン構想分析ＤＢ

公表回 公表年月日
構想見直し

都道府県名 市町村名
人口 面積

公表回 公表年月日 （人）

33 2009.3.31 宮城県 大崎市 137,521 796.76

構想の要約

構想に盛り込まれた事業

バイオマス利活用目標 添付別紙参照

バイオマスタウン構想概要図 添付別紙参照

利用するバイオマス

廃棄物系バイオマス 未利用バイオマス 資源作物

家畜排せつ物 ○ 稲わら・もみがらなど ○ 資源作物 ○

農業系廃棄物（廃菌床など） 野菜等非食部

食品廃棄物 ○ 間伐材・林地残材 ○

廃食用油 ○ 果樹剪定枝

水産加工残さ 竹材

製材工場等残材 ○ その他（葦） ○

建設発生木材

街路樹・公園・家庭剪定枝、刈草

古紙・廃棄紙

下水汚泥など ○

その他（　　　　　　　　　）

利用するバイオマス変換技術

マテリアル利用のための変換技術 エネルギー利用のための変換技術

堆肥化（土壌改良材・肥料を含む） ○ バイオガス化（メタン発酵） ○

飼料化 ○ 直接燃焼

バイオマスプラスチック製造 ガス化

その他（セメント原料） 炭化 ○

固形燃料化（チップ・ペレット・ＲＤＦなど） ○

バイオディーゼル燃料化 ○

バイオエタノール化

その他（　　　　　　　　　　　　　）

バイオマスタウン実現に向けた取組の進捗状況

記入年月日 記事

2010.5.11

実現した事業 添付別紙参照

【リンク】大崎市バイオマスタウン構想

（ｋｍ２）

市民や事業者、ＮＰＯ団体、研究機関等と連携し、自然と共生する循環型社会の形成に向け、家畜排
せつ物や食品廃棄物等の堆肥化・燃料化、廃食用油のＢＤＦ化、林産資源の燃料化、農産資源の堆
肥化、ヨシの燃料化、なたね・ひまわりの燃料化等によるバイオマスの利活用を行い、ゴミの減量化や
温室効果ガスの抑制による環境保全、新エネルギー事業の創出等による産業の活性化を図る。

【廃棄物系バイオマス】（１）（家畜排せつ物）堆肥化,バイオガス化（２）（生ゴミ，食品加工残さ，動植物
性残さ，廃食用油）堆肥化,飼料化,バイオガス化,ＢＤＦ化（３）(下水汚泥，し尿汚泥)堆肥化,バイオガス
化　　
【未利用バイオマス】（1）（間伐材，林地残材，建築廃材）ペレット化,炭化（2）（稲わら，麦わら，もみがら
)堆肥化、飼料化（3）(ヨシ)ペレット化,炭化　　  【資源作物】（1）(なたね，ひまわり)搾油,BDF化,飼料化

2009.3.31バイオマスタウン構想公表（JORA協力。BTアドバイザー研修地）

2010.10.25 2009.6.11大崎市バイオマス利活用推進委員会発足

2010.10.25 2008年から大崎市バイオマス市民講座開催を継続中
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バイオマス利活用目標
(バイオマスタウン構想書からコピー）



3

バイオマスタウン構想概要図
（バイオマスタウン構想書からコピー）
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実現した事業（その１）

事業の名称 家畜排せつ物堆肥化事業

事業者名 ＨＩ－ＳＯＦＴ２１通木リサイクル部会

事業所名 ＨＩ－ＳＯＦＴ２１通木リサイクルセンター

住所（施設の所在地） 宮城県遠田郡田尻町通木字田中前６８

利用するバイオマス 豚ふん尿

利用する変換技術 たい肥化

事業の概要

添付別紙（パンフレット等）参照

（事業形態、事業構成メンバー、出資比率、事業開始時期、施設の概要、プラントメーカー、建設業者、イニシャルコス
ト、ランニングコスト、原料単価、製品単価、経営状況、事業運営の課題、成功・失敗要因など記入）

施設名：ＨＩ－ＳＯＦＴ２１通木リサイクルセンター
稼働開始：平成15年2月
受益者：１４戸（畜産２戸（養豚母豚１４５頭一貫）・耕種農家１２戸）
処理量：３．１７ｔ／日、１，１５７ｔ／年
生産量：１．２７ｔ／日、４６４ｔ／年
たい肥還元計画：水田９９ｈａ、畑地４ｈａ
事業費・負担区分：１３０百万円（国５０％、県１５％、町２５％、組合１０％）
事業名：大崎東部地区畜産地域環境負荷軽減対策事業
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